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冬のアラスカ山脈冬季単独登頂に挑み続ける
栗秋正

ま さ

寿
と し

さんを迎え栗秋正寿さんを迎え
植村直己冒険賞授賞式・記念講演会

「アラスカ  垂直と水平の旅」

▲険しいルートが連続するハンターの頂上を目指す栗秋
さん（2010年）

▲中貝市長から盾と記念メダルを受け取り記念撮影に応
じる栗秋さん

　６月４日、日高文化体育館に2010「植村直己冒険賞」受賞者の栗秋正寿さん（38歳・福岡市在住）を
迎え、15回目となる授賞式を開催しました。
　栗秋さんは、アラスカの自然に魅せられ、1998年、世界で４人目、史上最年少でマッキンリー冬
季単独登頂に成功し、2007年、世界初のフォレイカー冬季単独登頂に成功しました。中央アラスカ
山脈を代表する三つの山のうち、残すハンターにはこれまで５度挑戦し、悪天候により登頂を阻ま
れてきましたが、これからも冬季単独登頂に挑み続けます。
　当日、選考委員の河合雅雄さんの選考評に引き続き、中貝市長から盾とメダルを受けた栗秋さん
は「大変光栄な賞を頂き感激です。植村直己さんの人と自然に対する謙虚さをもっと学んでいき、今
後も無事に戻ってくることに重点を置いて挑戦を続けていきます」と受賞を喜びました。
　式の後、「アラスカ　垂直と水平の旅」と題した記念講演が行われ、約800人の観衆を前に、映像
を使って冬のアラスカの山々に挑み続けた冒険の足跡やアラスカの人々との交流など、エピソードを
交えながら話しました。また、自身が雪

せつ

洞
どう

で作曲した曲をハーモニカで演奏して、観衆を魅了しました。
　終了後には、植村直己さんの出身地区の国府地区公民館に会場を移動し、「受賞者を囲む会」が開催
されました。地元有志や植村さんの同級生など約100人が、心のこもった手料理で栗秋さんをもてな
し、授賞式では聞くことができなかった話や植村直己さんの思い出話などで大いに盛り上がりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515

▲選考委員の河合雅雄さんが「栗秋さんは、周到な準備
をし、冷静な判断で退却する勇気を持ち、再度挑戦す
る精神は冒険家として立派」と選考評を述べた

▲オープニングでは、府中小学校3年生の児童が植村直
己さんをテーマに「自分たちの未来・希望を信じる！」
と題し、歌などを披露した
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▲リヤカーを引きアラスカの大地を北上
（1998年）

▲雪洞内で登頂のチャンスをひたすら待つ
（2010年）

▲記念講演会で冒険の足跡を振り
返る栗秋さん


